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西中の風 伊丹市立西中学校長

継続と徹底 大西 規之

２学期の始業式を行いました

９月１日（火）の１校時開始前に２学期の始業
式を行いました。始業式も１学期の終業式に引き続
き、新型コロナウイルス感染予防からZoomで校長の
式辞を行いました。いよいよ一番長い学期の２学期
がスタートしました。大きな行事は中止となりまし
たが、日々の生活の中で皆さん一人ひとりの頑張り
を見つけていきたいと思います。
さて、今年は例年の夏とは違い、新しい生活様

式の中で、１学期の途中に夏休みがあったり、１学
期が８月末までになったりと、変則な夏でした。そ
んな中、区切りがつかず心が不安定になり、悩みを
抱えている人もいるかもしれません。そのような場
合は、１人で悩まずに誰かに相談してください。少
しは気が楽になるかもしれません。深刻な場合は、
毎週木曜日にスクールカウンセラーが来られますの
で、相談してください。よろしくお願いします。
次に、始業式で述べた校長の式辞を記載したい

と思います。

＜２学期始業式式辞＞
皆さん。こんにちは。本日は２学期の始業式で

す。本来ならば８月２８日が始業式のはずでした
が、新型コロナウイルスの関係で本日９月１日が
始業式となりました。昨日、１学期の終業式をし
て次の日に２学期の始業式というのも、今後あま
りないことだと思います。例年であれば、２学期
の始業式では、「３９日間の夏休みはどうでしたか」
とか「家の手伝いや宿題はできましたか」とか「規
則正しい生活はできましたか」とか「２学期は大
きな行事があります」などの話をしてきました。
しかし、今年は、もおとっくに短い夏休みは終わ
ってしまい、２学期の大きな行事も中止が決まっ
ています。
そこで、昨日に続いて、校長先生が「なるほど

な」と思った新聞記事を２つ紹介します。
まず１つ目は、「笑う毎日当たり前じゃない」と

いうタイトルで京都府の高校生が書いた記事です。
「私は１人の時間が好きだ。人に気を遣わず、

人の視線を気にする必要も無い。だからコロナ禍
による休校中、ほとんど会話していなくても、初
めは充実していた。なのに、物足りなくなった。
自分のしたいことだけしているはずなのに、なぜ
かむなしい。満たされていない自分がいて、普通
に登校していた頃が懐かしくなった。学校があっ
た頃の私はとても笑っていた。いい友だちが周り
にいて、毎日はたから見ればどうでもいいような
ことで笑っていた。その日常が私にとっての当た
り前だったのだ。１人でも面白いと思うことはあ
る。だが、人と人が交わらなければ笑いは起きな
い。笑いでみたされる毎日は当たり前じゃないと
知った。そして、友だちと笑う日常が戻ってきた。
日常に感謝の気持ちを忘れずにすごそうと思う」
昨日の記事同様、「日常に感謝」という言葉が印

象に残ります。今同じ思いをしている人も多いの
ではないでしょうか。しかし、今の日常になれて
しまい、「日常に感謝」という気持ちをすでに無く
しつつある人もいるかもしれません。６月の分散

登校が始まったときの気持ちに一度立ち返り、こ
れからの日々を大切に過ごしてほしいと思います。
２つ目は、「いつでも全力 神様は見てくれてい

た」というタイトルの記事です。香川県にある尽
誠学園高校野球部の川崎風汰君に関する記事です。
「昨秋の香川県大会準々決勝の試合前、西村監

督に突然呼び止められ言われた。「風汰、パワーく
れ。ハグしてくれ」と。戸惑ったけど、正面から
ぎゅっと抱きつき、背中をとんとんとたたいた。
そこからつきが回ってきた。その日は４安打、チ
ームも３試合連続逆転勝ちで優勝した。「尽誠のパ
ワースポットだ」と監督が笑って言ったのを覚え
ている。僕の行動で人に勇気や元気を与えられて
いるのかな。うれしくなった。思い返せば、徳を
積んできたような気がする。道ばたにゴミがあれ
ば拾うのが習慣だった。昨夏、京都市の実家に帰
省して神社に行ったときも空き缶を拾った。監督
からトイレ掃除係りにも任命された。声出しもそ
う。チーム一声を出している自負がある。調子を
落として独自大会で出番が少なくても、ベンチか
ら応援し続けた。朝５時半からティーを打つなど
練習も人一倍やった。この日、７番１塁で先発し
た。不安はあったけれど、これまでの自分を信じ
た。２回の第１打席、初球から積極的にバットを
振って、３塁強襲安打。１塁上で叫んで、思わず
右手を突き上げた。足をつって途中交代したけど、
３安打１打点で、チームも強豪校に打ち勝った。「神
様は見ていてくれたのかな」。試合後、監督から言
われた言葉は「いつもありがとう」。最後まで、声
でも、笑顔でも、プレーでも、自分の力を出し切
った」
ここで、印象に残る言葉は「神様は見ていてく

れたのかな」です。ゴミや缶拾いなどいい行いを
したり、応援や練習中の声も一番出したり、練習
も朝早くからしたり、自分なりに頑張った。頑張
っていればいいことが起こる。このことを実際に
示してくれたのが川崎君だと思います。このこと
は、これから３年生は受験に、１、２年生は勉強
と部活動に活かせることだと思います。ぜひ、実
践してください。２学期の皆さんの頑張りを期待
して、私からの２学期始業式に際しての挨拶とし
ます。（※新聞記事は朝日新聞朝刊から抜粋しました）

楽器を買わせていただきました

稲野小学校地区自治
協議会から４月にいた
だきました寄付をもと
に、吹奏楽部の楽器
（ユーフォニウム）を
買わせていただきまし
た。これからも、地域
の行事で素晴らしいサ
ウンドをお聞かせした
いと思います。大事に
使わせていただきま
す。ありがとうござい
ました。


